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フォトリフラクティプ効果とは､ 1)空間的に強度分布を持った光の照射､2)光の強










u 2､ u 3､ f=200mの レンズを入れ､結晶の位置がフー リエ変換面となるように配置 した｡
このときレンズによりフー リエ逆変換された共役波出力は､
u4(x,y)=少 ul(-I,-y)*u2(-X,-y)★ u きく-X,-y)
の形で表される｡ u之としてピンホール (6関数)を用いるとu lとu3のcorrelationが､
u3としてピンホールを用いるとulとu之のconvolutionが得られる｡ 画像の解像度に関係
する結晶の空間周波数応答と､回折効率についても考案する｡
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